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	スライド 1: 課題レポート（第３回）は， 前にある緑のカゴに提出して下さい。  本日のワークショップで使用する プリント３枚が前テーブルにあります ので，各自，１枚ずつ取って下さい。 （３枚のうち，１枚は白紙です。）
	スライド 2: 職業に関する課題レポート（第４回）  職業人として「働くことの意義」を示す内容を，本，映画，TVドラマ，歌詞，コミック等から抽出して解説せよ。  レポート提出期限： 　　６月１７日（水）１１：５０まで。
	スライド 3
	スライド 4: ワークショップ： 感覚で完成させよう「進む道 見つけまシート」  （NHK教育TVの「テストの花道」（2013年6月24日（月）放送）の「進む道が見える！」を ベースに内容を構成しています。）  いざ，進学や就職の時期になっても，将来目指す道や目標がわからないと，なかなか積極的に取り組むことができないものです。そこで「やりたいことを見つける」ヒントを紹介します。
	スライド 5: まず，手元のA４サイズの紙を １６等分に折って，その大きさに切って下さい。  　（４回折れば，１６等分できます。）
	スライド 6: 将来やりたいことはありますか？  とある高校の1年生たちに聞いたところ，半数以上が，「将来やりたいことが，ハッキリしていない」との答え。将来のことがイメージできず，お手上げの様子。自分の将来を考えられないというのは，いわば，真っ白なページに今の自分しかいない状態。 目標を設定すれば，道が見えてくる。高校生のキミのやる気を発揮できるよ！ 進路選択を研究する専門家によると，やりたいことが見つからないということは，目標が定まらず，エネルギーをどこに向けていいか分からない状態だといいます。進学する
	スライド 7: 「進む道」の見つけ方 3つのステップで，具体的な進む道を発見する方法を紹介します。  ステップ１　「やりたいことの芽を見つける」 「将来何をやりたいのか？」と聞かれて高校生のキミはすぐに答えを思いつくかな？ 答えようと思っても，自信をもって言える人はそう多くないのでは。 
	スライド 8: 【4つのモノサシ】 そこで役立つのが，4つのモノサシ。『好き』『得意』『憧れ』『貢献』のモノサシを使って，自分がやりたいことの手がかりを見つけ出そう。 ・好き：自分の持ち物や部屋の中から，好きなものを探してみよう。  ・得意：誰かに褒められたことやこれまでに身につけてきたことから思い浮かべてみよう。  ・憧れ：「こんな人になりたい」，「尊敬できる」と感じた人を思い浮かべよう。  ・貢献：人のためや社会のために何をしたいか，どう役立ちたいか考えてみよう。
	スライド 9
	スライド 10: 【セルフトーナメント】 思い浮かんだワードをカードに書いていこう。 次にカードをトランプの要領できり，トーナメント表に配置。１対１で対決させ，どちらが重要かを考えながら選んでいく。「どちらが重要か？」は，自分なりに納得がいけば，選ぶ基準は何でもOK。自分の中で本当に大切な3つのキーワードが浮かび上がるまで対決を続けよう（対戦させるカードはいくつあっても構わない。数に応じてトーナメントを組み，絞り込むようにしよう）。
	スライド 11: ステップ2　「やりたい仕事を見つける」 キーワードを絞ったら，いよいよ，仕事を見つけだしていく。   【イメージマップ】 発想を広げるツール「イメージマップ」を使用して，キーワードと仕事を結びつけていこう。 まず，真ん中の丸に先ほど選び出したキーワードを書く。次に，それに関連する仕事を周りに書き出していく。どんな仕事があるのか，本やネットなどで調べて思いつく限りあげてみよう。仕事が書き出せたら，やってみたいと思う優先順位をつけておく。 セルフトーナメントで勝ち残った他の2つのキーワードか
	スライド 12
	スライド 13: イメージマップ キーワードと仕事を結びつけていこう。
	スライド 14: ステップ3　「今，進む道を見つける」 キーワードから浮かび上がった仕事につくには何をしていけばいいのか？ 今度は，つきたい仕事と現在の自分をつなぐ道を考えてみる。 
	スライド 15
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